
KANAGAWA

～支えあう 住みよい社会 地域から～

神奈川県民児協設立50周年
記念キャラクター「みんぴょん」
神奈川県民児協設立50周年神奈川県民児協設立50周年
記念キャラクター「みんぴょん」

① 児童委員活動を振り返ろう～主任児
童委員制度創設30周年を迎えて～
②令和6年度県民児協 事業計画・予算
③ 民生委員・児童委員、主任児童委員の
皆様へ ～神奈川県所管課より～

●通信員だより（秦野市・海老名市・開成町）

特
　
集

　こんにちは、葉山町の民児協です。昨年後半あたり
から、アフターコロナの活動を模索しているところ
です。第一弾として他市町村との交流を行いたいと
考えて、昨年10月には同じ御用邸の所在地である静
岡県下田市の民児協、11月には同規模の自治体で、ま
た同じ海に面している大磯町の民児協においでいた
だき、当町の会議室で交流会を持ちました。それぞれ
の交流でも数人のグループに分かれ、情報・意見の交

換を行いました。下田市とは特にテーマを設けずに
交流を行い、大磯町とは防災等のテーマを決めて話
し合いを行いました。活動におけるツール、民児協の
認知度を上げる方法、民生委員のなり手を増やす方
法等で参考になることが多くありました。
　今後もこのような交流を他民児協と持てたらと
思っています。

（葉山町民生委員児童委員協議会）

…まなざし…

交流会の様子

No.
157
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主
任
児
童
委
員
制
度
の
あ
ゆ
み

　
平
成
以
降
、少
子
化
や
児
童
虐
待
、い

じ
め
、不
登
校
等
の
子
ど
も
に
関
す
る

問
題
が
顕
在
化
し
、「
健
や
か
に
子
ど
も

を
生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
」が
社
会

全
体
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ

の
中
で
、地
域
に
お
い
て
最
も
身
近
な

相
談
者
で
あ
り
、児
童
の
福
祉
に
関
す

る
相
談
・
支
援
活
動
を
行
う
児
童
委
員

へ
の
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、平
成
４
年
９

月
、全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
現
全
民
児
連
）、全
国
社
会
福
祉
協
議

会
、厚
生
省（
当
時
）に
よ
り「
児
童
委
員

問
題
研
究
会
」が
設
置
さ
れ
、同
年
11
月

の「
中
間
報
告
」に
お
い
て
児
童
委
員
活

動
を
専
門
的
に
担
当
す
る「
主
任
児
童

委
員
制
度
」の
創
設
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
を
受
け
た
厚
生
省
は
、平
成

５
年
３
月
に「
主
任
児
童
委
員
設
置
に

つ
い
て
」を
発
出
し
、平
成
６
年
１
月
に

「
主
任
児
童
委
員
制
度
」が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

  

主
任
児
童
委
員
の
現
状

　

主
任
児
童
委
員
等
を
対
象
と
し
た

活
動
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
調
査

（
※
）に
よ
る
と
、委
員
活
動
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て「
子
ど
も
・
保
護
者
と
の

つ
な
が
り
や
信
頼
関
係
な
ど
の
構
築
」

「
地
域
の
つ
な
が
り
や
交
流
の
促
進
」

「
支
援
対
象
者
の
早
期
発
見
や
支
援
」

「
関
係
機
関
と
の
関
係
構
築
、連
携
、情

報
共
有
」等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

連
携
先
と
し
て
は
、学
校
を
は
じ
め
、

市
区
町
村
、社
会
福
祉
協
議
会
、保
育

所（
園
）・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
、

約
50
も
の
機
関
・
団
体
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。こ
の
広
が
り
は
、長
年
の
地
域

に
寄
り
添
っ
た
活
動
の
積
み
重
ね
に

よ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員

の
連
携
状
況
に
つ
い
て
は
、「
十
分
に
連

携
で
き
て
い
る
」と「
連
携
で
き
て
い

る
」を
合
わ
せ
る
と
約
８
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。主
任
児
童
委
員
の
経
験
年
数

別
に
見
る
と
、経
験
年
数
が
長
い
ほ
ど

「
十
分
に
連
携
で
き
て
い
る
」と
の
回
答

特集１

児
童
委
員
活
動
を
振
り
返
ろ
う
〜
主
任
児
童
委
員
制
度
創
設
30
周
年
を
迎
え
て
〜

が
多
く
、経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
の
関
わ
り
を
強
め

る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す（
表
）。

　

一
方
、今
後
の
課
題
と
し
て「
活
動

の
継
続
・
強
化
・
拡
大
」「
対
象
者
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
、支
援
方
法
」「
利
用

　
平
成
６
年
１
月
に
創
設
さ
れ
た
主
任
児
童
委
員
制
度
は
、令
和
６
年
１
月
で
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。制
度
創
設
の
背
景
を
改

め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、現
在
の
児
童
委
員
活
動
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

者（
参
加
者
）の
少
な
さ
・
減
少
」「
連

携
の
構
築
と
強
化
」等
が
挙
が
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、主
任
児
童
委
員
は
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
の
間
に
隔
た
り
を

感
じ
、疎
外
感
・
孤
立
感
を
抱
え
て
い

る
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。定
例
会
で

全
委
員
と
日
常
的
に
情
報
交
換
で
き

る
関
係
を
築
き
、一
緒
に
活
動
す
る
な

ど
、民
児
協
内
で
主
任
児
童
委
員
が
孤

立
し
な
い
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※「地域における児童委員・主任児童委員の活動等の現状と課
題に関する調査研究報告書」（全社協/令和2年3月）では、児童委員
活動の状況や体制に関するアンケートおよび8つの活動事例を踏まえ、
今後の児童委員、主任児童委員活動の充実・強化に向けて10の提言が示
されています。

（表）区域担当児童委員と主任児童委員の連携状況（単数回答）

（「地域における児童委員・主任児童委員の活動等の現状と課題に関する調査研究報告書」より。）

調査の詳細は
こちらから
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毎月欠かさず活動できた、参加者の悩みに
早く気づけた　など

地域住民の様子（世帯数、児童数、ひとり親
世帯数など）、他のボランティア団体の様子
など

「新しいママ友ができた」「相談相手が増え
た」　など

十分に周知ができていない、活動内容の固
定化、それにより参加者が減少している　
など

  
全
委
員
で
児
童
委
員
活
動
を

  
点
検
し
よ
う

　
年
々
多
様
化
・
深
刻
化
す
る
子
ど
も

を
取
り
巻
く
課
題
に
対
し
、
各
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
た
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
気
に
な
る
親
子
に
参
加
い
た

だ
け
な
い
、
今
の
活
動
を
さ
ら
に
良
い

も
の
に
し
た
く
て
も
何
か
ら
始
め
れ
ば

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
な
ど
と
い
っ

た
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
時

は
、
下
の
「
点
検
の
ヒ
ン
ト
」
を
参
考

に
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
な
が
ら

民
児
協
内
で
活
動
内
容
を
点
検
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

●
多
数
歓
迎

　
（
ア
イ
デ
ア
は
多
い
ほ
ど
Ｏ
Ｋ
）

●
自
由
奔
放

　
（
意
見
に
制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
便
乗
発
展

（
周
囲
の
ア
イ
デ
ア
を
参
考
に
し
な

が
ら
発
想
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
ょ
う
）

●
批
判
厳
禁

（
安
心
し
て
発
言
で
き
る
場
と
す
る

た
め
、
お
互
い
が
気
を
配
り
ま
す
）

　
点
検
を
行
う
こ
と
で
活
動
に
取
り
組

み
始
め
た
経
緯
や
趣
旨
を
振
り
返
る
こ

と
が
で
き
、
活
動
の
軸
の
再
確
認
に
つ

強み・できたこと

変化

活動参加者の声

改善点・課題

【活動を点検する際の視点（例）】

　 活動が発足した背景や目的の確認
なぜその活動を始めたのか、何のために取り組んでいるのかを民児協内で振り返りましょう。

　 その活動の「強み」を探す
　活動を振り返るにあたり様々な視点がありますが、「強み」「できたこと」に注目してみましょう。

　 話し合ったことを活動に活かす
　点検中に挙がった意見について、全てを今すぐ実行するのは難しいかもしれません。しかし、中にはで
きそうな事柄や取り入れられそうな意見はありませんか？まずはできることから少しずつ取り組んでみ
ましょう！

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
経
験
年
数
等
を

問
わ
ず
、
多
く
の
委
員
が
点
検
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
様
々
な
角
度
か
ら
活
動

を
見
つ
め
直
す
機
会
と
な
り
、
今
ま
で

着
目
し
て
い
な
か
っ
た
成
果
や
課
題
が

明
ら
か
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
お
互
い
の
意
見
を
受
け
入
れ
、
時
間

を
か
け
て
よ
く
話
し
合
う
こ
と
で
、
よ

り
良
い
活
動
に
繋
が
り
ま
す
。
今
後
の

活
動
を
考
え
る
第
一
歩
と
し
て
、
全
委

員
で
活
動
を
点
検
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　本会では、児童委員・主任児童委員向け
に「親子とかかわり『つながる』ための7
つのステップ～神奈川県民児協版児童委
員・主任児童委員のためのヒント集～」を
発行しています。 活動の点検についてを
はじめとする知恵や心構え、ヒントが掲
載されていますので、ぜひ
ご覧ください。本会ホーム
ページでもご覧いただけ
ます。

点検する活動

点
検
の
ヒ
ン
ト

　

（
ア
イ
デ
ア
は
多
い
ほ
ど
Ｏ
Ｋ
）
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◎
会
務
の
運
営

　
本
会
事
業
の
企
画
・
運
営
（
正
副
会
長

会
議
、常
任
理
事
会
、理
事
会
、監
事
会
）。

事
業
計
画
・
予
算
や
事
業
報
告
・
決
算
な

ど
の
審
議
・
議
決
（
総
会
）。

◎
企
画
調
整
機
能
の
強
化

　
総
合
企
画
委
員
会
で
は
「
神
奈
川
県
版

活
動
強
化
方
策
」（
令
和
４
〜
８
年
度
）

に
基
づ
く
進
行
管
理
を
進
め
る
と
と
も

に
、
地
域
版
活
動
強
化
方
策
の
策
定
支
援

を
進
め
、
広
報
委
員
会
で
は
「
県
民
児
協

だ
よ
り
」
の
企
画
・
編
集
及
び
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に
向
け
た
検
討
を
行

い
、通
信
員
連
絡
会
で
は
連
絡
会
を
開
催
。

◎
市
町
村
民
児
協
事
務
局
と
の
連
絡
調
整

　
市
町
村
民
児
協
事
務
担
当
者
会
議
の
実

施
や
情
報
支
援
を
通
じ
た
連
携
。

◎
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
絡
調
整

　

児
童
相
談
所
所
長
と
の
連
絡
調
整
会

議
、
県
担
当
課
と
の
懇
談
会
を
開
催
。

◎
会
員
慶
弔
事
業
の
実
施

　

会
員
の
傷
病
時
の
見
舞
金
や
委
員
本

人
・
配
偶
者
死
亡
時
の
弔
慰
金
給
付
、
退

任
記
念
品
を
贈
呈
。

◎
助
成
事
業
の
実
施

　
地
域
福
祉
活
動
促
進
費
助
成
、
活
動
推

進
事
業
助
成
、
地
域
版
活
動
強
化
方
策
策

定
支
援
助
成
及
び
出
張
講
座
並
び
に
策
定

支
援
研
修
会
を
開
催
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
活
動

助
成
、
指
定
地
区
民
児
協
へ
の
事
業
費
助

成
、
活
動
保
険
掛
金
助
成
。

◎
児
童
委
員
活
動
の
強
化（
基
盤
づ
く
り
）

　
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
連
絡
会
議

及
び
活
動
推
進
会
議
を
活
用
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
の
認
識
を
深
め
る
。

◎
研
修
事
業
の
実
施

〈
本
会
主
催
研
修
事
業
の
実
施
〉

①
市
町
村
民
児
協
会
長
研
修
会
②
単
位
民

児
協
会
長
研
修
会
③
課
題
別
集
中
講
座

〈
県
・
横
須
賀
市
委
託
事
業
へ
の
協
力
〉

①
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
②
会
長

部
会
長
研
修
③
テ
ー
マ
別
研
修
へ
の
協
力

◎
情
報
提
供
の
強
化

　
「
県
民
児
協
だ
よ
り
」
の
発
行
。
県
民

児
協
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
ん
ぴ
ょ
ん
」
を

活
用
し
た
広
報
強
化
。
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
。

◎
全
国
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
へ
の
参
加

①
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
②
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
研
究

協
議
会
③
民
生
委
員
・
児
童
委
員
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
④
全
国
児
童
委
員
・
主
任
児

童
委
員
活
動
研
修
会
⑤
全
国
民
生
委
員
指

導
者
研
修
会
（
民
生
委
員
大
学
）

◎
関
係
団
体
・
機
関
と
の
連
携
・
協
働

　
県
社
協「
福
祉
タ
イ
ム
ズ
」へ
の
協
力
。

県
・
県
内
団
体
主
催
の
会
議
等
へ
の
参
加

協
力
等
。

３　
つ　
の　
重　
点　
目　
標

事　
業　
内　
容

１．社会的孤立を防ぐための個別支援活動の推進
　  　委員活動の中心となる個別支援機能。「身近な相談相手」として委員自身が安心して相談役を担うために
は対応の基本の理解、つなぎ先を知ること、困ったときの相談先の情報把握等が必要です。委員同士の連携
や交流、期の浅い委員へのフォローアップ、参加のしやすさ等も視野に学習機会の充実を図るとともに、委
員活動に資する情報の収集・発信に取り組みます。

２．複雑・多様化する課題を受け止め、つなぐための多様な機関・団体との連携
　  　地域における生活課題は複雑・多様化しており、一人の人や一つの機関での解決は難しい状況にありま
す。委員は「つなぎ役」として関係機関・団体とのネットワークを生かした活動が強みとなります。この強み
を生かし地域の課題解決につながるよう、地域包括支援センター等の専門機関や地区社協、自治会等、他
機関との連携強化に向けた取り組みを進めます。

３．持続可能な委員活動（制度）のための取り組み
　 　委員活動の理解促進やなり手確保につながるよう、幅広い世代や自治会等の関係者に対する PR の強化、
市町村・単位民児協運営の充実に向けた助成事業の成果や課題の普及を図ります。また、委員の多様化への
取り組み（仕事・子育て・介護をしながらの委員活動に関するアンケート調査結果の活用等）を推進するとと
もに、市町村民児協事務局との連携による地域版活動強化方策の策定支援や支援メニューの活用促進に取
り組みます。

特集２ 令和6年度県民児協　事業計画・予算
令和5年度第２回総会において、令和6年度事業計画及び予算が承認されました。

重点目標および主な事業についてご報告します。
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　民生委員・児童委員に馴染みがない方
を対象とした15秒のPR動画を作成しま
した。他のPR動画との差別化を図るた
めみんぴょんのイラストを使用し、一目
で印象に残る動画となっています。
　７ページに本会の活用事例を掲載し
ておりますので、併せてご覧ください。

　30市町村内で活動する民生委員・児童委員、
主任児童委員を対象に、“仕事・子育て・介護”を
しながら活動を行う委員の現状を調査しまし
た。いただいた回答を分析し、令和６年度はイン
タビュー調査等を実施予定です。

　地域版活動強化方策の策定への一助として、「地域版活
動強化方策策定支援研修会」を実施しました。また、横須賀
市民児協と寒川町民児協へ出張講座を行いました。本会で
は強化方策の策定に向
けた様々な支援を行っ
ておりますので、お気
軽にご相談ください。

　令和４年12月の一斉改選後、新たに単位民児協会長
に就任された方を対象に2日間の研修会を行いました。

実践例を踏まえながら
単位民児協運営を学び、
課題や他地域の活動状
況について共有する場
となりました。

互助事業費
　県単互助事業費
　全国互助事業費

積立金
　退任記念品積立金
　一斉改選積立金
　運用準備積立金

収  入  の  部 支  出  の  部

1. 会費
    65.73％

1. 運営費
　 33.71％2. 補助金

    22.49％
2. 育成事業費
    58.62％

3. 互助事業費
    7.36％

4. 積立金
    0.28％

5. 予備費
    0.02％

3. 諸収入
    0.09％

4. 積立金
　取崩収入
    6.67％

5. 繰入金 0.02％

6. 繰越金
    　5％

補 助 金
神奈川県
横須賀市
全国互助
県社協

運 営 費
　役員会費（理事会、総会等）
　負 担 金（互助、全民児連会費等）
　需 要 費（消耗品、印刷費等）

育成事業費 
　研 修 会 費（研修経費）
　調査広報費（委員会、広報紙）
　地域福祉活動費（助成）

令和５年度事業の振り返り

１ 会　費  28,886,000円 （対前年度比423,000円増）

２ 補助金  9,883,000円 （増減なし）

３ 諸収入  39,000円 （増減なし）

4 積立金
取崩収入  2,927,000円 （増減なし）

5 繰入金  10,000円 （増減なし）

6 繰越金  2,200,000円 （増減なし）

１ 運 営 費  14,814,000円 （対前年度比250,000円増）

２ 育成事業費  25,761,000円 （対前年度比173,000円増）

３ 互助事業費  3,235,000円 （増減なし）

４ 積 立 金  125,000円 （増減なし）

５ 予 備 費  10,000円 （増減なし）

ＰＲ動画の作成

※ 割合（％）の算出にあたっては、小数点以下第3位を四捨五入しているため、
合計が100%にならないことがあります。

「地域版活動強化方策」策定に向けた研修を実施

「新任地区民児協会長研修会」の実施

【総額】43,945,000

「“仕事・子育て・介護”をしながら活動している民生委員・
児童委員、主任児童委員に関する調査」を実施

令和６年度予算

　能登半島地震におきまして、県内委員の皆さまより心からのご支援を賜り、誠にありがとうございました。皆さまからお預
かりした支援金は被災者支援活動に役立てられたと、各民児協からお礼をいただきましたことをご報告いたします。
【金額】　2,840,000円　（富山県民児協、石川県民児協、福井県民児協にお送りいたしました）

能登半島地震にご支援を賜り誠にありがとうございました

PR動画は
こちらから
ご覧いただ
けます。

地域版活動強化方策
については、民児協だ
より153号をご覧くだ
さい。
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神奈川県福祉子どもみらい局福祉部地域福祉課

神奈川県福祉子どもみらい局子どもみらい部子ども家庭課

特集３

　民生委員・児童委員の皆様には、本県の福祉
施策にご協力を賜り、感謝申し上げます。
　令和５年５月に新型コロナウイルス感染症の
感染症法上の位置付けが５類に移行してから、
社会経済活動などにおける制限は緩和され、以
前の生活を取り戻しつつあります。しかし、昨
今の物価高騰などの影響もあり、生活困窮や社
会的孤立など状況は、より一層、深刻化・複雑
化しています。
　そのような中、地域の身近な支援者として、
民生委員・児童委員の皆様が携わる様々な相談
や見守り等の活動は、大変重要と考えています。
　県では、令和６年度から地域の実情や課題に
応じた民生委員の担い手確保対策に取り組む市
町村に対して、支援を行うこととしました。
　また、今年のゴールデンウィークには、県の
庁舎公開で、民生委員・児童委員の活動内容の

紹介を行い、多くの県民の皆様にご覧いただい
たところですが、今後もこうしたより一層工夫
した広報活動を行っていきます。
　県では、令和６年３月に「神奈川県当事者目
線の障害福祉推進条例～ともに生きる社会を目
指して～に基づく基本計画」を策定し、基本計
画に沿って、「ともに生きる社会」の実現を目指
す取組を進めています。
　この「当事者目線」は、障がい者のみならず、
高齢者、児童、生活困窮者など、あらゆる分野
に通じるものであり、当事者に寄り添った支援
を続けておられる民生委員・児童委員の皆様の
存在は、「ともに生きる社会」の実現に向けても
欠かせないものと考えております。引き続きお
力添えを賜りますようお願いいたします。

　民生委員・児童委員の皆様には、本県の福祉
施策にご協力を賜り、感謝申し上げます。
　当課は、児童虐待、ケアリーバー（施設や里
親家庭等を経験された方々）、ヤングケアラー、
ひとり親家庭、小児慢性特定疾病、小児医療費
助成、児童手当などに関わる様々な事業を担当
する部署です。
　令和５年４月に、こども基本法が施行され、
全ての子どもが、将来にわたって幸福な生活を
送ることができる社会の実現を目指した取組み
が求められることになりました。
　また、令和６年４月施行の「改正児童福祉法」
では、社会的養護が必要な子どもの権利擁護の
強化を図るため、児童相談所による子どもへの
意見聴取が義務化されるとともに、子どもの福
祉や権利に精通した者が、第三者の立場から子
どもの話を聞く、新たな事業が創設されました。

　本県では、令和２年度から、弁護士や有識者
が、児童養護施設等で暮らす子どもから意見を
聞く取組みを実施してきましたが、今回の法改
正を踏まえ、令和６年４月から、この取組みを
拡大し、事業の総合調整を行う「かながわ子ど
もの声センター」を設置しました。この取組み
では、県で養成した「意見表明等支援員」が施
設等を訪問し、子どもから聞き取った望みや願
いを施設等へ伝え、支援に反映させ、子どもの
目線に立った暮らしを実現してまいります。
　民生委員・児童委員の皆様には、日頃から地
域の子どもや子育て家庭の身近な相談相手とし
て、大変重要な役割を担っていただき、感謝申
し上げるとともに、今後も子どもたちが健やか
に成長できるよう、子どもや家族に寄り添った
支援をよろしくお願いいたします。

民生委員・児童委員、主任児童委員の皆様へ
　　　　　　　　　　　　　　　～神奈川県所管課より
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令
和
６
年
度「
民
生
委
員・児
童
委

員
の
日　
活
動
強
化
週
間
」

取
り
組
み
報
告

　
本
会
で
は
、「
民
生
委
員・児
童
委
員
の

日　

活
動
強
化
週
間
」の
取
り
組
み
と

し
て
、４
つ
の
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

①
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
に
て
Ｐ
Ｒ

動
画
放
映
・
ポ
ス
タ
ー
掲
出

　
５
月
２
日（
木
）〜
16
日（
木
）の
２
週

間
、本
会
事
務
所
が
入
っ
て
い
る「
か
な

が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
１
階
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー
」に
て
、県
民
児
協
作
成
の
Ｐ
Ｒ
動

画
の
放
映
県
社
協
民
生
委
員
児
童
委
員

部
会
に
て
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び

全
民
児
連
作
成
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
出
を

行
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
に
は
、民
生
委
員・児

童
委
員
の
活
動
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
な
ど
を
配

架
し
、様
々
な
デ
ザ
イ
ン
の
み
ん
ぴ
ょ

ん
を
飾
る
な
ど
、民
生
委
員・児
童
委
員

活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、県
社
協
民
生
委
員
児
童
委

員
部
会
に
て
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
に
つ

い
て
は
、５
月
の
１
か
月
間
、デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ（
ポ
ス
タ
ー
を
電
子
化
し

た
も
の
）に
よ
る
広
告
も
行
な
い
ま
し

た
。エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
の
す
ぐ
そ

ば
に
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、か
な
が

わ
県
民
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
る
多
く

の
方
々
の
目
に
と
め
て
い
た
だ
く
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

②
神
奈
川
新
聞
へ
の
広
告
掲
載

　
５
月
12
日
付
の
神
奈
川
新
聞
の
題
字

下（
新
聞
の
題
字
の
下
に
設
け
ら
れ
た

広
告
ス
ペ
ー
ス
）に「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
」を
紹
介
し
た
広
告
を
掲
載

し
ま
し
た
。今
年
度
は
文
字
数
を
少
な

く
す
る
こ
と
に
よ
り
、一
目
で
わ
か
り

や
す
い
内
容
を
目
指
し
て
広
告
を
行
い

ま
し
た
。

③
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
動
画
広
告
を
掲
載

　

５
月
の
１
ヶ
月
間
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
上
に
県
民
児
協
作
成
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を

動
画
広
告
と
し
て
打
ち
出
し
ま
し
た
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
は
国
内
で
約
７
千
万

人
が
世
代
を
問
わ
ず
利
用
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す（
※
）。Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
広
告
は
地
域
や
年
齢
、性
別
等
に

よ
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
む
こ
と
が

で
き
る
の
が
特
徴
で
す
が
、今
回
は
地

域
の
み
神
奈
川
県
に
限
定
し
、年
代
、性

別
を
問
わ
ず
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

（
※
）Ｖ
ｉ
ｄ
ｅ
ｏ
ク
ラ
ウ
ド
コ
ラ
ム

「【
２
０
２
３
年
３
月
更
新
】Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
利
用
状
況
デ
ー
タ
」よ
り

④
関
係
機
関
に
向
け
て
協
力
依
頼
文
の
発
出

　
民
生
委
員・児
童
委
員
制
度
や
そ
の

役
割
を
関
係
機
関
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、県

域
の
社
会
福
祉
協
議
会（
政
令
市
を
除

く
）に
向
け
、活
動
へ
の
理
解
と
協
力
を

お
願
い
す
る
文
書
を
発
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
＊　
　
＊　
　
＊

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て
正

し
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、地
域
と
の

関
係
づ
く
り
の
機
会
と
し
て
、今
後
も

様
々
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。皆
さ
ま
の
地
域
に
お
け
る
Ｐ

Ｒ
活
動
の
工
夫
や
み
ん
ぴ
ょ
ん
活
用
方

法
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

広告は１周あたり180秒。そのうち各15秒ずつ
（計30秒）表示されました

かながわ県民センターに入ってすぐ、大きなポスターと
みんぴょんが目を惹きます

PR動画は５ページの二次元コードよりご覧いただけます

ピンク色とみんぴょんの組み合わせが
柔らかな雰囲気です
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通信員だより通信員だより

KANAGAWA

～支えあう 住みよい社会 地域から～

神奈川県民児協設立50周年
記念キャラクター「みんぴょん」

ホームページをご活用ください！
☆県民児協ホームページでは、民生委員・児童委員制度や活動に関する参考資料などを掲載しています。
　委員専用ページをご覧いただくためには、次のログイン情報をご入力ください。

●発行日／令和6年6月15日　●発行人／会長 三觜 壽則　●編集人／広報委員会　●印刷所／㈱柏苑社
●発行所／神奈川県民生委員児童委員協議会〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2 ☎045-534-5812 045-312-6307 ホームページ：https：//www.kmjk.jp/

　
緑
豊
か
な
東
地
区
の
社
協
で
は
、小
学
生
の
稲

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
、配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ

と
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
…
泥
ん
こ
の
田
ん
ぼ
に
足
を
取
ら
れ
な
が

ら
稲
を
植
え
て
い
く
５
年
生
た
ち
。歓
声
が
上
が

り
ま
す
。10
月
…
子
ど
も
の
鎌
の
ぎ
こ
ち
な
い
動
き

に
目
を
細
め
な
が
ら
指
導
す
る
大
人
た
ち
で
す
。

　

収
穫
さ
れ
た
お
米
は
、給
食
と
高
齢
者
配
食

サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
ま
す
。ま
ず
、民
生
委
員
は
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
か
ら
配
食
の
希
望
を
と
り
ま

す
。そ
の
集
計
を
も
と
に
、年
２
回
の
お
弁
当
づ
く

り
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、食
生

活
改
善
団
体
と
婦
人
会
が
行
い
ま
す
。

　
お
弁
当
づ
く
り
は
、

材
料
の
仕
入
れ
や
下

ご
し
ら
え
等
で
３
日

間
を
費
や
し
ま
す
。ほ

か
ほ
か
で
お
年
寄
り

に
や
さ
し
い
献
立
の

出
来
上
が
り
で
す
。小

学
生
の
お
手
紙
と
お

品
書
き
を
添
え
て
届

け
ま
す
。民
生
委
員
が

ま
だ
ぬ
く
も
り
の
残
る
お
弁
当
を
手
渡
し
す
る

時
、思
わ
ず
お
年
寄
り
の
笑
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
も
元
気
を
も
ら
え
ま
す
。

　
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
つ
な
が
り
で
地
域
が
支
え
あ
え
る
関
係
づ
く

り
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
で
す
。

　
海
老
名
市
北
部
地
区
は
厚
木
市
・
座
間
市
と
隣

接
し
た
地
区
で
す
。開
発
が
進
む
海
老
名
駅
西
口

周
辺
地
域
は
高
層
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
群
が
新

築
さ
れ
、子
育
て
世
代
が
次
々
と
入
居
し
、人
口
も

急
増
し
て
お
り
ま
す
。一
方
、北
地
域
は
古
く
か
ら

の
住
民
が
多
く
、高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
、北
部
地

区
内
で
も
二
極
分
化
が
顕
在
化
し
て
き
て
お
り
ま

す
。

　
当
民
児
協
は「
一
人
を
大
切
に
」「
誰
一
人
置
き

去
り
に
し
な
い
」を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
の
幅
と
し
て
は
、暑

中
見
舞
い
と
年
末
訪
問
が
あ
り
ま
す
。令
和
５
年

度
の
主
な
行
事
と
し
て
、県
外
研
修
は
姉
妹
都
市

の
一
つ
で
あ
る
宮
城
県
白
石
市
民
児
協
と
の
情
報

交
換
会
を
実
施
し

ま
し
た
。ま
た
、児

童
虐
待
防
止
月
間

（
11
月
）に
お
け
る

あ
い
さ
つ
運
動
を

行
い
ま
し
た
。小

学
校
登
校
時
間
帯

に
校
門
前
に
立
っ

て
あ
い
さ
つ
、声

掛
け
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
改
選
に
て
約
３
分
の
１
が
新
任
と
な
り

ま
し
た
が
、新
任
委
員
も
先
輩
の
方
々
か
ら
の
暖

か
い
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て

民
児
協
活
動
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
開
成
町
民
児
協
で
は
、高
齢
者・障
害
者・児
童・

広
報
を
部
会
制
に
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。ま

だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
、そ
れ
ぞ
れ
が
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
広
報
部
会
は
、以
前
か
ら
広
報
紙「
ほ
ほ
え
み
通

信
」を
年
４
回
発
行
し
見
守
り
対
象
の
方
に
配
布

し
て
い
ま
す
。部
会
制
に
な
り
固
定
の
メ
ン
バ
ー

６
人
で
編
集
会
議
を
開
き
、掲
載
内
容
の
充
実
を

目
指
し
て
い
ま
す
。そ
の
１
つ
と
し
て
民
生
委
員・

児
童
委
員
、及
び
主
任
児
童
委
員
が
活
動
し
て
い

ま
す
が
、そ
の
存
在
は
十
分
に
周
知
さ
れ
て
い
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。そ
こ
で
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
を
考
え
る

中
、「
民
生
委
員・児
童

委
員
の
日
」活
動
強
化

週
間
に
向
け
て
多
く

の
町
民
の
方
に
民
児

協
の
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、毎
年

５
月
に
は「
ほ
ほ
え
み

通
信
」の
全
戸
配
布
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、秋
に
は「
か

い
せ
い
町
民
フ
ェ
ス
タ
」に
参
加
し
、若
い
世
代
の

方
々
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
を
作

り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
開
成
町
は
小
さ
な
町
で
す
。民
生
委
員・児
童
委

員
、主
任
児
童
委
員
35
名
が
ひ
と
つ
に
な
り
住
民

の「
見
守
り
」や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の「
つ
な
ぎ
役
」

と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
連
携
で

　
お
年
寄
り
を
笑
顔
に

笑
顔
と
「
あ
り
が
と
う
」
が
広
が
る

　
こ
の
ま
ち
に

部
会
制
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て

通
信
員

小
澤
　
み
つ
江

通
信
員

米
田
　
光
太
朗

通
信
員

熊
澤
　
喜
久
恵

海老名市

開成町

秦野市

あいさつ運動の様子

もうすぐお弁当の完成です！

「ほほえみ通信」を担当者ごとに
分けています




